
次号予告
年 月号 編集後記

訪問看護と介護　第19巻　第7号（通巻217号）　2014年7月15日発行（毎月1回15日発行）　
発行：株式会社医学書院　代表者：金原優　〒113-8719　東京都文京区本郷1-28-23　
Published by IGAKU-SHOIN Ltd. 1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo©2014, Printed in Japan
１部定価：本体1,300円＋税　年間購読料（税込，送料弊社負担，年間12冊）：13,580円（冊子版）／
16,580円（冊子＋電子版/個人）／18,600円（冊子＋電子版/共有）／13,580円（電子版/個人）／15,600円（電子版/共有）
販売部：☎03-3817-5659　社内案内：☎03-3817-5600

『訪問看護と介護』編集室：☎03-3817-5787　 03-5804-0485　担当：栗原・杉本・早田
 houmon@igaku-shoin.co.jp　Twitter http://www.twitter.com/houmonkango　

医学書院ホームページ　http://www.igaku-shoin.co.jp/　ウェブマガジン『かんかん!』　http://www.igs-kankan.com

本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は（株）医学書院が保有します。
本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の限られた例外を除き禁じられています。
大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を含む）で上記の行為を行なうことは，その使用範囲が内部的であっても，
私的使用には該当せず，違法です。また私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。

　〈（社）出版者著作権管理機構委託出版物〉
本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています。複写される場合は，そのつど事前に（社）出版者著作権管理機構

（☎03-3513-6969， 03-3513-6979，  info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
※「訪問看護と介護」は，株式会社医学書院の登録商標です。

特集

精神科訪問看護を
始めよう！深めよう！
特化型／非特化型のチエとワザ
精神科領域でも「病院・施設から地域へ」という大きな流れができてきま
した。そんななか前回診療報酬改定で新設された「精神科訪問看護療
養費」は、精神科ならではの特性を認めるもの。独自のチエとワザが求め
られています。現在、精神科訪問看護に取り組むステーションは約5割。
精神科を専門とする特化型ステーションのみならず、一般のステーショ
ンも多く取り組み始めました。先達のチエとワザを、これから始めよう！
もっと深めたい！という人に。

精神科訪問看護を始めるには？ 深めるには？◉萱間真美
【事例報告：非特化型のチエ編】
❶ 利用者さんとの信頼関係の構築と 

スタッフの心のケア◉矢口孝子
❷精神科専門職との連携づくり◉駒井和子
【事例報告：特化型のワザ編】
❸食の支援◉中嶋康子
❹精神科訪問看護ならではの家族支援◉花田政之
❺２４時間電話対応のテクニック◉原子秀樹

抗精神病薬の「作用／副作用」のバランスを考える
「在宅」だからこその服薬へのアプローチ◉林直樹

「在宅」だから恋（結婚・出産）も仕事も！
退院後の患者さんがホントは望んでいること◉木村尚美
抗精神病薬の“人生”への影響◉内野俊郎

「精神科重症患者早期集中支援」 
モデル事業に取り組んで◉西川里美

INTERVIEW マグネットステーション
寺田悦子さん（在宅多摩支援センター円理事長）

訪問看護業界に「黒船」がやってく
る。そんな喩えも耳にします。

急性期病院の要件厳格化と在宅復
帰率の導入、地域包括ケア病棟の
新設など今回改定で、病院や医療
法人が組織的に訪問看護事業に乗
り出してくるかもしれないと。企業参
入も増えてきています。これまで、小規
模ながら地道に丁寧に訪問看護を行
なってきたステーションが淘汰されか
ねないと見る向きも。でも、そこには
一日の長があります。それを強みに、
地域包括ケアを切り回し、業界を牽
引する存在に……なんてプレッシャー
は感じすぎず、新参の後輩に頼りに
される先達として、すでに蓄えられた
「実力」を発揮していってほしい。み
なさんが本領発揮できる態勢づくりを
引き続き探りたいと思います…杉本

今回の秋山さんの連載でとりあげ
られた、暮らしの保健室の勉

強会に参加させていただきました。
いろいろな地域・施設から集まった
いろいろな職種・立場の方々が、車
座になって1つのケースについて語り
合う場は、熱気にあふれつつとても
和やかな雰囲気。事例に登場する人
の多くもその場にいて、まるで連携の
バトンをつなぐようにマイクを渡しなが
らそのときのことを語ります。会の最
後では、「自分の地域でもやってみ
たい」「こんなときはお役に立てると思
う。一緒にやらせてください」という
声が続出。その中心にひかえめに
座って、にこやかにうなずいていらし
た秋山さん。訪問看護の“コーディ
ネート機能”の一端を目の当たりにし
た会でした。…栗原
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